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 安倍首相は、日本を「世界で一番企業が活躍しやすい国」に

するとして、これまでの労働者保護規制を破壊する労働者派遣

法改悪法案、「残業代ゼロ法案」を今国会で成立させようとして

います。派遣やパートなど非正規雇用が、全体の４割近くまで

広がっています。最低賃金が低すぎ、懸命に働いても貧困から

抜け出せません。異常な長時間労働、タダ働きが横行し「過労

死・過労自殺」が増えています。働く人を守るルールがあまりに

もないからです。 

今でさえ不十分な労働者保護規制をこれ以上はずすことは

許されません。 

 現在、企業が派遣労働者を受け入れる期間は、通訳など

専門業種を除いて原則１年、延長しても３年が上限です。 

 改悪案は、３年で働く人を代えれば無期限・無制限に使

い続けられるようになり「生涯ハケン」となってしまいます。 

 正社員より賃金が低く劣悪な労働条件の派遣社員は企

業にとって好都合です。正社員を派遣社員に置き換えられ

「正社員ゼロ」となってしまいます。 

 安倍首相は、「多様で柔軟な働き方」、

「時間でなく成果で評価する働き方」を盛

んに強調しています。 

「高度プロフェッショナル制度」は、一定

の年収を超えた労働者には、時間外労働

協定を結ばなく、残業代を払わなくても良

い制度です。これでは、成果が出るまで何

時間でも働き、残業代も払われなく、８時

間労働制の根幹を脅かし、長時間労働と

「サービス残業を合法化」するものです。 

今でも、多くの企業で政府が「過労死ラ

イン」とされる「月８０時間以上」の時間外労

働協定を結んでいます。こんな法律ができ

れば長時間労働が蔓延し過労死を増やす

だけです。今必要なのは、長時間残業とサ

ービス残業を規制する法律です。 


